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今週のキーワード

CDMO戦略
バイオ医薬品製造の競争激化とリスク

7
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記事数
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7.5
%

サルトリウス成長

10
年

長期契約期間

今週の全7記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性
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#01 エッペンドルフ新制御 製品紹介
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

エッペンドルフが新型バイオプロセス制御ステーショ
ンを発表、ベンチトップから小規模生産まで対応し、
研究開発の効率化に貢献。

#02
サルトリウス新リアク
ター

新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

サルトリウスがシングルユースバイオリアクターを刷
新、12.5Lから2000Lまで対応し、バイオ医薬品製造
の迅速なスケールアップを可能に。

#03 サルトリウスQ1業績 企業業績
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

サルトリウスが2026年Q1に好調な業績を報告、バイ
オプロセス部門が成長を牽引し、市場回復と需要増加
の兆しを示す。

#04 ロンザ純粋CDMO化 企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

ロンザが純粋なCDMO企業への移行を完了し、Q1に好
調な業績を報告。成長プロジェクトへの再投資で競争
力を強化。

#05 WuXi日本CRDMO Day イベント
報告

●○○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
●

WuXi Biologicsが東京でCRDMO Dayを開催、日本の
バイオ製薬革新加速へのコミットメントを強調し、統
合的ソリューションを紹介。

#06 富士フイルム長期契約 企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

富士フイルムダイオシンスがリジェネロンと10年間の
長期製造契約を締結、CDMOとしての地位を強化し、
安定供給を確保。

#07 WuXi世界的影響力 解説記事
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

WuXiグループがCRDMOモデルで築いた世界的影響力
を分析。統合的エコシステムは効率化に貢献する一方
、サプライチェーンリスクも指摘。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 急成長するCDMO市場で、自社の競争力は維持できるか？
ロンザが純粋なCDMO企業へ移行し、富士フイルムダイオシンスが長期契約を締結するなど、CDMO市場は競争が激化し
ています。特に細胞・遺伝子治療のような高付加価値分野への投資が加速する中、自社の技術力や生産能力はグローバル
プレイヤーに伍していけるでしょうか？

❷ グローバルCDMOへの依存は、サプライチェーンリスクを高めないか？
WuXiグループがCRDMOモデルで世界的な影響力を拡大する一方で、特定地域への集中によるサプライチェーンリスクが
指摘されています。日本の製薬・バイオ企業が海外CDMOに開発・製造を委託する際、地政学的なリスクや知的財産の保
護について十分な対策を講じているでしょうか？

❸ シングルユース技術の進化は、自社の製造プロセスを変革するか？
サルトリウスが新型シングルユースバイオリアクターを刷新し、数週間での直線的スケールアップを可能にしました。こ
の技術は、開発期間短縮とコスト削減に直結しますが、自社の既存設備やプロセス、品質管理体制は、この変化に対応で
きる柔軟性を持っているでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

サルトリウス WuXiエコロンザCDMO富士フイルム

エッペン

市場回復

WuXi日本

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● サルトリウス 機会大 製造効率向上 —

● WuXiエコ 注意 開発加速 サプライチェーンリスク

● ロンザCDMO 注意 高度製造連携 競争激化

● 富士フイルム 機会大 日本企業存在感 —

● エッペン 機会大 研究効率化 —

● 市場回復 参考 投資再開 —

● WuXi日本 注意 技術交流 国内競争激化
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深掘り ① ― サルトリウス、シングルユースリアクター刷新
#02 | 2026/05/21 | Pharmaceutical Technology | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

サルトリウスがシングルユース攪拌槽型バイオリアクター「BIOSTAT
STR」ファミリーを刷新。12.5Lから2000Lまで対応し、新型Flexsafe STRバッグとアップグレードされたハード・ソ
フトウェアを統合。数週間での直線的スケールアップとプロセス移管を可能にし、バイオ医薬品製造の効率と柔軟性を
大幅に向上させる。

この刷新は、バイオ医薬品開発の迅速化と製造コスト削減という市場ニーズに応えるもの。シングルユース技術は洗浄
・滅菌不要でコンタミネーションリスクを低減し、多品種少量生産や緊急生産にも対応しやすい。CDMOやバイオ医薬
品メーカーにとって、開発期間短縮と市場投入速度向上に貢献する。

▶ 技術者の視点

「数週間での直線的スケールアップ」という謳い文句は、従来のシステムと比較して非常に魅力的であ
り、特にプロセス開発から商業生産への橋渡しを担うCDMOにとっては大きなメリットとなる。ただし
、この期間はあくまで理想的な条件下でのものであり、実際の製品や細胞株の特性、培養条件の最適化
には追加の時間と検証が必要となるだろう。 実用化に向けた未解決課題としては、シングルユースバッ
グの素材特性と溶出物（leachables）の厳密な評価、および大規模培養における均一な混合とガス交換
の最適化が挙げられる。特に、2000Lスケールでの細胞へのせん断応力や酸素供給の課題は継続的な検
討が必要だ。 日本企業にとっての【機会】は、国内のCDMOやバイオ医薬品メーカーが、このシステム
を導入することで開発期間を短縮し、グローバル競争力を高めること。特に、細胞・遺伝子治療のよう
な少量多品種生産が求められる分野では、柔軟な生産体制構築に寄与する。一方、【脅威】としては、
海外の先行企業がこの種の最新技術をいち早く導入し、日本の技術的優位性が相対的に低下する可能性
がある。国内の材料メーカーは、シングルユースバッグの国産化や高性能化で参入する機会も探るべき
だ。 具体的な次のアクションとしては、【R&D;】【製造部門】は、サルトリウスの技術詳細を調査し
、自社の既存プロセスとの比較評価を行うべき。特に、スケーラビリティデータや溶出物に関する情報
を入手し、導入の可能性を検討すること。

深掘り ② ― WuXiのCRDMOエコシステムと世界的影響力
#07 | 2026/05/19 | ChinaTalk | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●○○
日本関連度●●●●○

WuXiグループは、創薬から商業生産までを統合するCRDMOモデルを確立し、世界のバイオテクノロジー業界で突出し
た地位を築いた。細胞・遺伝子治療、抗体医薬品など多様なモダリティに対応する幅広い技術プラットフォームを提供
し、グローバルな医薬品開発に不可欠な存在となっている。

同社の急速な拡大は、中国政府の強力な支援と、グローバルなイノベーションエコシステムにおけるギャップを埋める
能力によって推進された。これにより、特に中小バイオ企業の研究開発加速と市場参入障壁の低減に貢献している。し
かし、特定地域への集中によるサプライチェーンリスクや地政学的な懸念も指摘されている。
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▶ 技術者の視点

WuXiのCRDMOモデルは、製薬開発の効率化とコスト削減に大きく貢献しており、そのビジネスモデル
の妥当性は市場の成長が証明している。しかし、その「帝国」とも称される規模と影響力は、グローバ
ルサプライチェーンにおける単一障害点（Single Point of
Failure）のリスクを内包している。地政学的リスクが高まる中、この集中は看過できない課題だ。 実用
化に向けた未解決課題としては、知的財産保護の国際的な枠組みにおける透明性の確保、および特定の
国・地域への依存度が高まることによるサプライチェーンの脆弱性への対応が挙げられる。特に、パン
デミックのような予期せぬ事態が発生した場合、医薬品供給に深刻な影響を及ぼす可能性がある。 日本
企業にとっての【機会】は、WuXiの持つ広範な技術プラットフォームと効率的な開発プロセスを活用し
、自社の研究シーズを迅速に製品化すること。特に、リソースが限られるベンチャー企業にとっては魅
力的な選択肢となる。一方、【脅威】は、主要な開発・製造プロセスを海外企業に依存することによる
技術流出リスクや、地政学的な緊張が高まった際のサプライチェーン寸断リスク。また、国内CDMOの
競争力低下も懸念される。 具体的な次のアクションとしては、【経営企画】【調達部門】は、WuXiグ
ループとの取引におけるリスク評価を定期的に実施し、サプライチェーンの多様化戦略を検討すべき。
また、【R&D;】【事業開発】は、国内CDMOの育成・強化や、自社での開発・製造能力の維持・向上に
向けた投資戦略を再評価すること。
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深掘り ③ ― ロンザ、純粋CDMO企業への移行を完了
#04 | 2026/05/15 | TipRanks.com | 技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

ロンザは2026年Q1に好調な業績を報告し、Capsules & Health Ingredients部門の売却を完了して純粋なCDMO企業
への転換を達成した。バイオロジクス、細胞・遺伝子治療など複雑なモダリティに対する受託ニーズが成長を牽引して
おり、売却益は今後の成長プロジェクトと生産能力拡大に再投資される。

この戦略的転換は、競争の激しいバイオ医薬品受託製造市場において、ロンザの専門性と効率性を高めることを目的と
している。特に、細胞・遺伝子治療といった新興分野への投資は、将来的な市場成長の恩恵を享受するための重要な基
盤を築き、バイオ医薬品エコシステム全体にポジティブな影響を与える。

▶ 技術者の視点

ロンザの「純粋なCDMO」への集中戦略は、市場のニーズに合致しており、その業績が妥当性を示して
いる。特に、高付加価値な細胞・遺伝子治療分野への投資は、今後の成長ドライバーとなるだろう。た
だし、CDMO市場は競争が激しく、技術革新のスピードも速いため、継続的な投資と差別化が不可欠と
なる。 実用化に向けた未解決課題としては、急速に進化する細胞・遺伝子治療の製造プロセスにおける
標準化とスケールアップの課題、および各国の規制要件への迅速な対応が挙げられる。また、熟練した
人材の確保も重要な課題となるだろう。 日本企業にとっての【機会】は、ロンザのようなトップティア
CDMOとの連携を通じて、最先端の製造技術やノウハウを学ぶこと。特に、国内で不足しがちな細胞・
遺伝子治療の製造能力を補完する上で有効だ。一方、【脅威】は、グローバルなCDMOが専門性を高め
、大規模な投資を行うことで、国内CDMOが競争力を失う可能性。また、日本の製薬企業が海外CDMO
への依存度を高めることで、国内の製造基盤が弱体化するリスクもある。 具体的な次のアクションとし
ては、【R&D;】【事業開発】は、ロンザの技術ロードマップと投資計画を注視し、自社の開発戦略との
連携可能性を検討すべき。特に、細胞・遺伝子治療分野での協業機会を探ること。【経営企画】は、国
内CDMO産業の育成と国際競争力強化に向けた政策提言や投資戦略を検討する必要がある。

その他の注目記事
富士フイルムダイオシンス、リジェネロンと10年間の製造契約を締結 (PharmaSource)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○ 日本関連度●●●●●

日本企業の子会社が大手製薬企業と長期契約を締結。CDMO市場における日本企業の存在感と、安定供給確保の重要性
を示す。

エッペンドルフが新型バイオプロセス制御ステーション「BioFlo 120」を発表 (BioProcess International)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●○○ 日本関連度●●●○○

ベンチトップから小規模生産まで対応する汎用制御ステーション。研究開発の効率化に貢献し、日本の研究機関にも影
響。

サルトリウス、2026年第1四半期に好調な業績、バイオプロセス部門が成長を牽引 (Alpha Spread)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●○○ 日本関連度●●●○○

主要バイオプロセス機器メーカーの好調な業績は、市場全体の回復とバイオテクノロジー分野への投資意欲の再燃を示
唆する。

WuXi Biologicsが東京で第3回CRDMO Dayを開催、日本のバイオ製薬革新を加速 (PR Newswire)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●○○ 日本関連度●●●●●

グローバルCDMOの日本市場への積極的なアプローチ。国内企業は連携と競争の両面で戦略的な対応が求められる。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】【製造】サルトリウス新型バイオリアクターの技術詳細と性能データを調査し、自社プロセスへの適
用可能性を検討。

• 【調達】【経営企画】主要CDMO（ロンザ、WuXi、富士フイルムダイオシンス等）の最新動向と戦略を把握し
、サプライチェーンへの影響を評価。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】【事業開発】シングルユース技術の進化が自社の開発・製造コストに与える影響を分析し、導入メリ
ットと課題を洗い出す。

• 【経営企画】【調達】WuXiグループの世界的影響力と地政学リスクを再評価し、サプライヤー多様化の必要性
について議論を開始する。

• 【製造部門】【品質管理】シングルユース製品の溶出物（leachables）に関する最新規制動向と評価手法を調査
し、品質保証体制を強化する。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】【R&D;】国内CDMOの育成・強化策を検討し、海外CDMOへの過度な依存を避けるための戦略的
な投資計画を策定する。

• 【R&D;】【事業開発】細胞・遺伝子治療など、高付加価値なバイオ医薬品分野における自社の技術優位性を確
立するための研究開発ロードマップを見直す。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-05-23
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収録記事一覧

#01 エッペンドルフが新型バイオプロセス制御ステーション「BioFlo 120」を発表

#02 サルトリウスがシングルユース攪拌槽型バイオリアクター「BIOSTAT STR」ファミリーを刷新

#03 サルトリウス、2026年第1四半期に好調な業績、バイオプロセス部門が成長を牽引

#04 ロンザが2026年第1四半期に好調な業績、純粋なCDMO企業への移行を完了

#05 WuXi Biologicsが東京で第3回CRDMO Dayを開催、日本のバイオ製薬革新を加速

#06 富士フイルムダイオシンス・バイオテクノロジーズがリジェネロンと10年間の製造契約を締結

#07 WuXiのバイオテクノロジーにおける統合的エコシステムと世界的影響力



エッペンドルフが新型バイオプロセス制御ステーション
「BioFlo 120」を発表

概要

エッペンドルフは、微生物培養および細胞培養の両方に対応する新型バイオプロセス
制御ステーション「BioFlo 120」を発表しました。このシステムは、コンパクトながら
も幅広いアプリケーションに対応する汎用性を持ち、多様なリアクタータイプと容量

をサポートします。特に、ベンチトップ研究から小規模生産まで、スケーラブルなソ
リューションを提供し、厳密なプロセス制御を実現します。

公開日 2026年05月19日  BioProcess International  アメリカ



詳細

背景

バイオプロセス研究および生産の分野では、柔軟性と精密な制御を兼ね備えたバイオリ
アクターシステムの需要が高まっています。特に、研究開発段階から生産スケールへの
移行において、プロセスの直線的なスケーラビリティは極めて重要です。エッペンドル
フは、このニーズに応えるため、革新的な制御ステーションを市場に投入しました。

主要な内容

新たに発表されたエッペンドルフの「BioFlo 120」バイオプロセス制御ステーション
は、そのコンパクトな設計と優れた汎用性が特徴です。このシステムは、細菌、酵母、
藻類などの微生物培養から、哺乳類細胞、昆虫細胞、植物細胞などの細胞培養まで、幅
広い生物種の培養に対応します。制御ステーションは、pH、溶存酸素、温度、撹拌速
度などの重要な培養パラメータを精密に制御するための高度な機能を備えています。ま
た、ガラス製および使い捨てのバイオリアクターをサポートし、作業容量もベンチトッ
プスケールの0.5 Lから生産スケールに近い数リットルまで対応可能です。これにより、
ユーザーは同一の制御プラットフォーム上で様々な実験や生産プロセスを実施できま
す。

汎用性: 微生物培養と細胞培養の両方に対応。

精密制御: 主要な培養パラメータの厳密な管理。

柔軟性: ガラス製およびシングルユースリアクターの選択肢。

スケーラビリティ: 幅広い作業容量をサポートし、研究から生産への移行を容易にす
る。



影響と展望

BioFlo 120の導入は、バイオ医薬品、バイオ燃料、食品産業など、様々なバイオテクノ
ロジー分野の研究開発および製造プロセスに大きな影響を与えると予想されます。特
に、小規模ながらも高い精度と再現性が求められる初期開発段階や、複数のプロジェク
トを並行して進める研究機関において、その価値は計り知れません。シングルユース技
術との統合により、洗浄・滅菌の手間が省け、迅速な切り替えと汚染リスクの低減に貢
献します。エッペンドルフは、この新製品を通じて、バイオプロセス技術の効率化とイ
ノベーション加速をさらに推進していくものと見られます。

元記事: https://www.bioprocessintl.com/bioprocess-insider/eppendorf-introduces-the-new-bioflo-120-

bioprocess-control-station

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.bioprocessintl.com/bioprocess-insider/eppendorf-introduces-the-new-bioflo-120-bioprocess-control-station
https://www.bioprocessintl.com/bioprocess-insider/eppendorf-introduces-the-new-bioflo-120-bioprocess-control-station


サルトリウスがシングルユース攪拌槽型バイオリアクター
「BIOSTAT STR」ファミリーを刷新

概要

サルトリウス・ステディム・バイオテックは、シングルユース攪拌槽型バイオリアク
ター「BIOSTAT STR」ファミリーの刷新を発表しました。この新シリーズは、アップグ
レードされたハードウェアとソフトウェアに加え、新型のFlexsafe STRシングルユース

バッグを特徴としています。作業容量は12.5 Lから2000 Lまでと幅広く、数週間で直線
的なスケールアップとプロセス移管を可能にし、バイオ医薬品製造の効率と柔軟性を
大幅に向上させます。

公開日 2026年05月21日  Pharmaceutical Technology  アメリカ



詳細

背景

バイオ医薬品製造においては、開発プロセスの迅速化と製造コストの削減が常に求めら
れています。特に、細胞培養工程におけるバイオリアクターは、生産性、スケーラビリ
ティ、そして柔軟性の鍵を握ります。シングルユース技術は、洗浄・滅菌プロセスを不
要にし、コンタミネーションリスクを低減することで、この要求に応える主要な手段と
して普及してきました。サルトリウス・ステディム・バイオテックは、市場の最先端を
行くシングルユースバイオリアクター技術のさらなる進化を目指し、主力製品の改良を
行いました。

主要な内容

サルトリウス・ステディム・バイオテックが発表した新型「BIOSTAT STR」バイオリア
クターファミリーは、その名の通り、拡張性に優れたシングルユース攪拌槽型システム
です。この刷新されたプラットフォームは、最新のハードウェア、直感的な操作を可能
にするソフトウェア、そして最適化された新しいFlexsafe STRシングルユースバッグを
統合しています。作業容量は、小規模なプロセス開発から商業生産に近いスケールまで
対応できるよう、12.5 L、50 L、200 L、500 L、1000 L、そして2000 Lと幅広いラインナ
ップが用意されています。これにより、研究室レベルでの実験結果を、製造スケールへ
とスムーズかつ迅速に移行させることが可能となります。メーカーによると、直線的な
スケールアップはわずか数週間で達成でき、従来のシステムと比較して大幅な時間短縮
とコスト削減が見込まれます。

幅広い容量: 12.5 Lから2000 Lまでの多様な作業容量に対応。

シングルユース技術: Flexsafe STRバッグの採用により、洗浄・滅菌不要で迅速なター
ンアラウンドを実現。

直線的スケールアップ: 数週間での効率的なプロセス移管とスケーリングをサポー
ト。

統合システム: 最新のハードウェア、ソフトウェア、消耗品がシームレスに連携。



影響と展望

BIOSTAT STRファミリーの強化は、バイオ医薬品CDMO（医薬品製造受託機関）やバイ
オ医薬品メーカーにとって極めて重要な意味を持ちます。特に、新しい生物学的製剤の
開発期間短縮と市場投入までの速度向上に寄与するでしょう。シングルユース技術の進
化は、設備投資の抑制、運転コストの削減、そして製造の柔軟性向上に直結します。こ
れにより、多品種少量生産や、パンデミック時のような緊急性の高い生産要求にも対応
しやすくなります。サルトリウスは、この革新を通じて、バイオプロセス業界における
リーディングポジションをさらに強固なものとし、次世代バイオ医薬品の普及に貢献し
ていくことが期待されます。

元記事: https://www.pharmtech.com/view/bioreactor-family-includes-single-use-bags

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pharmtech.com/view/bioreactor-family-includes-single-use-bags


サルトリウス、2026年第1四半期に好調な業績、バイオプ
ロセス部門が成長を牽引

概要

サルトリウスは、2026年第1四半期において堅調な財務実績を報告しました。特に
Bioprocess Solutions部門が、定常通貨ベースで7.5%の売上高成長を達成し、全体の業
績を牽引しました。同社は通期の財務ガイダンスを据え置き、バイオテクノロジー分

野における資金調達環境の改善と、2026年下半期に向けた製品需要の増加を予測して
います。この楽観的な見通しは、継続的な技術革新と市場の回復への期待に基づいて
います。

公開日 2026年05月18日  Alpha Spread  ドイツ



詳細

背景

グローバルなバイオテクノロジー産業は、過去数年間で大きな成長を遂げてきました
が、資金調達環境やサプライチェーンの変動といった課題にも直面してきました。この
ような状況下で、サルトリウスのような主要なバイオプロセス機器・サービスプロバイ
ダーの業績は、業界全体の健全性を示す重要な指標となります。同社は、継続的な研究
開発投資と戦略的な市場展開を通じて、成長戦略を推進してきました。

主要な内容

サルトリウスが発表した2026年第1四半期の決算報告によると、同社は好調なスタート
を切りました。売上高は定常通貨ベースで7.5%増加し、特にBioprocess Solutions部門が
この成長の主要な原動力となりました。この部門は、バイオ医薬品の開発および製造に
必要な幅広い製品とサービスを提供しており、シングルユース技術や高度なバイオリア
クターシステムの需要増が寄与したと考えられます。同社は、市場の回復基調とバイオ
テクノロジー分野への投資意欲の再燃を背景に、通期の業績見通しを維持しました。こ
れは、特に下半期に向けて需要がさらに増加するという自信の表れと解釈できます。経
営陣は、資金調達環境の改善が顧客の設備投資を後押しし、同社の成長を支えるとの見
方を示しました。

売上高成長: 定常通貨ベースで7.5%の堅調な伸び。

主要牽引役: Bioprocess Solutions部門が成長の大部分を貢献。

通期ガイダンス: 2026年通期の財務見通しを確認・維持。

市場見通し: バイオテクノロジー資金調達環境の改善と下半期の需要増加を予測。



影響と展望

サルトリウスの好調な業績は、バイオプロセス市場全体の回復と成長の兆しを示唆して
います。同社のBioprocess Solutions部門の成功は、シングルユース技術やプロセス自動
化ソリューションへの継続的な投資が、今後も業界の主要なトレンドであり続けること
を裏付けています。この業績は、バイオ医薬品開発のパイプラインが堅調であり、それ
らをサポートする技術とサービスへの需要が着実に存在することを示唆しています。今
後、サルトリウスは、革新的な製品とサービスを提供し続けることで、市場における競
争優位性を維持し、バイオ医薬品産業の発展に貢献していくでしょう。特に、下半期の
需要増加予測は、サプライチェーンや生産能力計画において重要な指標となります。

元記事: https://www.alphaspread.com/de/security/xetra/srt/investor-relations/earnings-call/q1-2026

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.alphaspread.com/de/security/xetra/srt/investor-relations/earnings-call/q1-2026


ロンザが2026年第1四半期に好調な業績、純粋なCDMO企
業への移行を完了

概要

ロンザは2026年第1四半期において堅調な財務実績を報告し、CDMO（医薬品受託開発
製造機関）サービスへの強い需要が業績を牽引しました。同社はCapsules & Health

Ingredients部門の売却を完了し、これにより純粋なCDMOビジネスモデルへの転換を

達成しました。ロンザは2026年通期の成長および利益率の見通しを再確認しており、
この戦略的売却による収益は、今後の成長プロジェクトと生産能力の拡大に再投資さ
れる予定です。

公開日 2026年05月15日  TipRanks.com  アメリカ



詳細

背景

バイオ医薬品産業の成長に伴い、医薬品開発から製造までを一貫して受託するCDMOへ
の需要が世界的に高まっています。CDMOは、専門的な技術、インフラ、規制対応能力
を提供することで、製薬企業の研究開発コスト削減と市場投入までの時間短縮に貢献し
ます。ロンザは長年にわたり、この分野で主要な役割を担ってきましたが、より焦点を
絞った事業構造へと戦略的に移行を進めてきました。

主要な内容

ロンザは、2026年第1四半期において非常に好調な業績を達成し、これは主に同社の
CDMO事業における堅調な需要に支えられました。特に、バイオロジクス、細胞・遺伝
子治療、低分子医薬品などの複雑なモダリティに対する受託ニーズが高まっていること
が報告されています。この四半期の最も重要な進展の一つは、同社が「Capsules &
Health Ingredients」部門の売却を完了したことです。この売却は、ロンザを「純粋な」
CDMO企業へと完全に変革させるための戦略的な動きであり、これにより、中核となる
受託開発製造サービスへの集中を強化しました。売却から得られた資金は、将来の成長
を促進するための主要な投資に充てられる予定であり、具体的には、新たな生産能力の
増強や、革新的な技術プラットフォームへの投資が含まれます。ロンザは、2026年通期
の成長と利益率に関する以前の見通しを再確認し、事業再編後の自信を強調していま
す。

堅調なQ1業績: CDMO事業の需要拡大が成長を牽引。

戦略的転換: Capsules & Health Ingredients部門の売却を完了し、純粋なCDMOへ移
行。

通期見通し再確認: 2026年の成長および利益率予測を維持。

投資戦略: 売却益を成長プロジェクトと生産能力拡大に再投資。



影響と展望

ロンザの純粋なCDMO企業への戦略的転換は、競争の激しいバイオ医薬品受託製造市場
において、同社の専門性と効率性をさらに高めることを目的としています。この集中戦
略は、顧客への提供価値を最大化し、より複雑で高度な製造ニーズに対応するための能
力を強化するでしょう。特に、細胞・遺伝子治療といった新興分野への投資は、将来的
な市場成長の恩恵を享受するための重要な基盤を築きます。同社の継続的な成長と生産
能力への再投資は、バイオ医薬品エコシステム全体にとってポジティブな兆候であり、
新しい治療法の迅速な開発と患者への供給に貢献すると期待されます。ロンザは、この
再編を通じて、業界におけるリーダーシップをさらに確固たるものにしていくでしょ
う。

元記事: https://www.tipranks.com/news/company-announcements/lonza-posts-strong-q1-completes-

shift-to-pure-play-cdmo-and-confirms-2026-outlook

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tipranks.com/news/company-announcements/lonza-posts-strong-q1-completes-shift-to-pure-play-cdmo-and-confirms-2026-outlook
https://www.tipranks.com/news/company-announcements/lonza-posts-strong-q1-completes-shift-to-pure-play-cdmo-and-confirms-2026-outlook


WuXi Biologicsが東京で第3回CRDMO Dayを開催、日本
のバイオ製薬革新を加速

概要

WuXi Biologicsは東京で第3回CRDMO Dayを開催し、日本のバイオ医薬品業界の主要関
係者や専門家が一堂に会しました。このイベントでは、生物製剤のイノベーションに
おける最新の市場トレンドと最良事例が深く議論されました。WuXi Biologicsは、複雑

な医薬品モダリティに対応する統合的ソリューションの提供と、日本のバイオ医薬品
産業の将来的な発展を支援するという同社の強いコミットメントを強調しました。

公開日 2026年05月20日  PR Newswire  日本



詳細

背景

日本は、高い研究開発能力と成熟した製薬市場を持つ一方で、バイオ医薬品の開発およ
び製造プロセスにおいては、グローバルなパートナーシップと最新技術の導入が不可欠
とされています。特に、複雑な生物製剤や新規モダリティ（例：抗体薬物複合体、細
胞・遺伝子治療）の開発には、高度な専門知識と効率的なCRDMO (Contract Research,

Development, and Manufacturing Organization) サービスが求められます。WuXi

Biologicsは、世界有数のCRDMOとして、日本のバイオ医薬品エコシステムへの貢献を
強化しています。

主要な内容

WuXi Biologicsは、東京で成功裏に第3回CRDMO Dayを開催しました。このイベントに
は、日本の主要な製薬企業やバイオテクノロジー企業のリーダー、政府関係者、学術機
関の専門家など、約200名が参加しました。会合では、「IND（治験薬申請）から商業
化までのバイオ医薬品イノベーションの加速」をテーマに、業界の最新動向、規制要
件、および開発・製造戦略に関する多岐にわたる議論が交わされました。WuXi

Biologicsは、特に、単一抗体から二重特異性抗体、ADC（抗体薬物複合体）、組換えタ
ンパク質、細胞・遺伝子治療薬に至るまで、幅広い生物製剤の開発・製造をサポートす
る独自の「CRDMOサービス」モデルを紹介しました。同社は、エンドツーエンドの統
合ソリューションと、柔軟かつ効率的なプラットフォームを通じて、日本の顧客がより
迅速に革新的な治療薬を患者に届けられるよう支援する姿勢を明確にしました。また、
AIやデータサイエンスを活用した開発プロセスの最適化についても言及されました。

開催: 東京で第3回CRDMO Dayを実施、日本のバイオ医薬品業界関係者が多数参加。

テーマ: INDから商業化までのバイオ医薬品イノベーション加速。

提供サービス: 複雑な生物製剤に対応する統合CRDMOソリューションを強調。

コミットメント: 日本のバイオ医薬品産業の成長と未来への支援を表明。



影響と展望

WuXi BiologicsによるCRDMO Dayの開催は、日本のバイオ医薬品産業が直面する課題解
決と国際競争力強化に貢献すると期待されます。海外の先進的なCRDMOとの連携は、
国内企業が持つ研究シーズを効率的に臨床開発・商業生産へと繋げる上で不可欠です。
このイベントは、知識共有とネットワーキングのプラットフォームを提供し、日本のイ
ノベーションをグローバル市場へと押し上げる機会となりました。今後、WuXi

Biologicsは、日本市場におけるプレゼンスをさらに強化し、現地のニーズに合わせたソ
リューション提供を通じて、日本発の画期的なバイオ医薬品が世界に羽ばたくための重
要なパートナーシップを築いていくでしょう。これは、アジア太平洋地域全体のバイオ
医薬品エコシステムの活性化にも寄与すると考えられます。

元記事: https://www.prnewswire.com/apac/news-releases/wuxi-biologics-hosts-third-crdmo-day-in-

japan-accelerating-biopharma-innovation-from-ind-to-commercialization-302777181.html
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富士フイルムダイオシンス・バイオテクノロジーズがリジ
ェネロンと10年間の製造契約を締結

概要

富士フイルムダイオシンス・バイオテクノロジーズ（FUJIFILM Diosynth

Biotechnologies）は、リジェネロン（Regeneron）と大規模な生物学的製剤製造に関
する10年間の長期契約を締結しました。この契約は、富士フイルムダイオシンスが

CDMO（医薬品受託開発製造機関）としての地位を強化するとともに、リジェネロン
にとっては重要な生物学的製剤の長期的な安定供給を確保するものです。両社にとっ
て戦略的に重要な提携であり、バイオ医薬品製造エコシステムにおける協力関係の深

化を示しています。

公開日 2026年05月15日  PharmaSource  アメリカ



詳細

背景

バイオ医薬品市場は、新たな治療法の登場により急速に拡大しており、それに伴い、高
品質かつ大規模な製造能力が不可欠となっています。製薬企業は、自社での大規模製造
設備への投資リスクを回避し、専門的な技術と効率的な生産を確保するため、CDMO

（医薬品受託開発製造機関）との提携を強化する傾向にあります。特に、長期的な供給
保証は、患者への安定した医薬品提供のために極めて重要です。富士フイルムダイオシ
ンス・バイオテクノロジーズは、その先進的な製造技術と大規模生産能力で知られる主
要なCDMOの一つです。

主要な内容

富士フイルムダイオシンス・バイオテクノロジーズは、大手バイオ医薬品企業であるリ
ジェネロンとの間で、画期的な10年間の長期製造契約を締結したことを発表しました。
この契約の主な目的は、リジェネロンが開発・販売する生物学的製剤の安定かつ大規模
な商業供給を確保することにあります。富士フイルムダイオシンスは、そのノースカロ
ライナ州にあるダンヒル製造拠点（Dunn-Hill site）などの最先端施設を活用し、リジェ
ネロンの主力製品群を含む複数の生物学的製剤の製造を請け負います。この合意は、両
社間の信頼関係の深さと、長期的な戦略的パートナーシップの構築を反映しています。
富士フイルムダイオシンスにとっては、主要顧客との長期契約により、将来的な収益の
安定性と工場稼働率の向上が期待されます。一方、リジェネロンは、自社製品の需要増
加に対応するための製造能力を確保し、サプライチェーンのリスクを低減することがで
きます。

契約主体: 富士フイルムダイオシンス・バイオテクノロジーズとリジェネロン。

契約期間: 10年間の長期製造契約。

目的: リジェネロンの生物学的製剤の大規模かつ安定した商業生産。

CDMOの利点: 富士フイルムの先進的製造技術と能力を活用し、リジェネロンの供給
安定化に貢献。



影響と展望

この長期製造契約は、バイオ医薬品CDMO市場における重要な動きとして注目されま
す。富士フイルムダイオシンスにとっては、強固なパートナーシップを築き、グローバ
ルなCDMOとしての地位をさらに強化するものです。特に、10年という長期にわたる契
約は、同社の将来の成長戦略に安定した基盤を提供します。リジェネロンにとっては、
将来の製品需要に対応するための確実な製造供給源を確保し、市場での競争力を維持・
向上させる上で不可欠な要素となります。このような大規模で長期的なCDMO契約は、
単なる生産委託にとどまらず、両社間の技術共有やプロセス最適化の機会も生み出し、
結果としてバイオ医薬品製造技術全体の進歩に貢献する可能性を秘めています。この提
携は、バイオ医薬品の安定供給と、世界中の患者へのアクセス向上に寄与すると期待さ
れます。

元記事: https://pharmasource.global/content/news/cdmo-news/fujifilm-diosynth-biotechnologies-signs-

10-year-manufacturing-agreement-with-regeneron/
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WuXiのバイオテクノロジーにおける統合的エコシステム
と世界的影響力

概要

本記事は、WuXiグループがバイオテクノロジー業界、特にコントラクト研究・開発・
製造受託機関（CRDMO）モデルにおいて築き上げた突出した地位を詳細に分析してい
ます。同社の医薬品開発に対する包括的なアプローチと、中国および世界のバイオテ

ックサービスにおける主要なコンソーシアムとしての役割が議論されています。WuXi

がどのようにして広範なサービスを提供し、グローバルな医薬品開発に不可欠な存在
となったかを考察しています。

公開日 2026年05月19日  ChinaTalk  アメリカ



詳細

背景

過去数十年間で、中国のバイオテクノロジー産業は目覚ましい発展を遂げ、WuXiグル
ープはその中心的な存在として台頭してきました。同社は、創薬から臨床開発、そして
商業生産に至るまで、製薬プロセスのほぼ全ての段階を網羅する包括的なサービスを提
供することで、世界の製薬・バイオテクノロジー企業にとって不可欠なパートナーとな
っています。この成長は、単なるコストメリットだけでなく、技術力、規模、そして統
合されたサービスモデルによるものです。

主要な内容

ChinaTalkの記事「The Biotech Empire of Wuxi」は、WuXi AppTecおよびWuXi Biologics

を含むWuXiグループが、どのようにしてグローバルなバイオテクノロジー業界におい
て「帝国」を築き上げたかを深く掘り下げています。主要な分析は、同社の提供する
「CRDMO (Contract Research, Development, and Manufacturing Organization)」モデル
に焦点を当てています。このモデルは、研究、開発、製造を統合的に提供することで、
顧客企業が複数のベンダーと契約する手間を省き、効率的な医薬品開発を可能にしま
す。記事では、WuXiが細胞・遺伝子治療、抗体医薬品、低分子医薬品など、多様なモ
ダリティに対応できる幅広い技術プラットフォームを確立していることを強調していま
す。同社の急速な拡大は、中国政府のバイオテクノロジー産業への強力な支援、および
グローバルなイノベーションエコシステムにおけるギャップを効果的に埋める能力によ
って推進されてきました。結果として、WuXiは多くの製薬企業にとって、創薬の初期
段階から市場投入までをサポートする、単一の信頼できるパートナーとなっています。

事業モデル: 創薬から商業生産までを統合するCRDMOモデルを確立。

幅広いサービス: 細胞・遺伝子治療、抗体医薬品、低分子医薬品など多様なモダリテ
ィに対応。

世界的影響力: 中国だけでなく、世界のバイオテクノロジーエコシステムで不可欠な
役割。

成長要因: 政府支援と市場ニーズへの効果的な対応。



影響と展望

WuXiグループの隆盛は、世界のバイオ医薬品開発の様相を根本的に変化させました。
同社の統合的CRDMOサービスは、特に中小のバイオテクノロジー企業にとって、研究
開発の加速と市場参入障壁の低減に大きく貢献しています。これにより、画期的な治療
法がより迅速に患者に届けられる可能性が高まります。しかしながら、これほど巨大な
企業が特定地域に集中することによるサプライチェーンのリスク、地政学的な要因、お
よび知的財産の保護に関する懸念も同時に浮上しています。今後、WuXiは、その規模
と技術力を背景に、さらに多くのグローバルパートナーシップを構築し、先進的なバイ
オ医薬品技術の開発をリードしていくと予想されます。同時に、国際的な信頼性を維持
し、地政学的な課題に対応しながら、持続可能な成長戦略を追求することが求められる
でしょう。

元記事: https://www.chinatalk.media/p/the-empire-of-wuxi
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